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円になって念仏を唱えながら大数珠を回す様子

雲月寺－23代目－
柴田達雄 住 職

数珠繰りは、この地区の
女性のならわしとして今に
残る。願いを込めながら大
数珠を108回、1時間ほどか
けて皆で数珠を回しなが
ら『なんまいだんぶ』と経
文を唱える。これは、南無
阿弥陀仏がなまったものと
考えられている。人々が厄
払いや、無病息災を願う気
持ちは、今も昔も変わらな
い。

数珠繰りについて

数珠繰りは大数珠を使い、
祈願、先祖供養、雨乞いな
どを目的に風習として全国
各地に見られるが徐々に減
少。古代より大数珠繰りの
力で厄を鎮送する意味合い
があり、大数珠を体に当て
ると、邪気を払い、身を清
めると言われている。

（左） 数珠繰りで使用する大数珠
は、地区の人々によって代々受け継
がれ、雲月寺で大切に保管されてい
る。長年の使用で、表面は手の摩擦
などによって黒く輝き、時代を感じ
させる。手の下に写っている竹棒は、
数珠を回した回数を数えるためのも
の。

２
月
８
日
、『
数
珠
繰
り
』
を
行
う
11
名

が
、
下
町
地
区
の
県
道
沿
い
に
集
ま
り
ま

し
た
。
数
珠
繰
り
と
は
、
先
祖
供
養
や
厄

祓
い
の
意
味
合
い
で
続
け
ら
れ
る
郷
土
文

化
で
、
毎
年
12
月
８
日
と
２
月
８
日
の
年

２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
大
粒

の
雪
が
舞
う
中
、
集
ま
っ
た
人
達
は
路
上

の
決
ま
っ
た
場
所
で
円
に
な
り
、
長
い
数

珠
を
回
し
な
が
ら
、
念
仏
を
唱
え
て
い
ま

し
た
。

こ
の
後
、
雲
月
寺
に
お
い
て
柴
田
達
雄

住
職
が
見
守
る
中
、
全
長
約
15
ｍ
の
大
数

珠
を
皆
で
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
、
経
文
を
唱

え
な
が
ら
大
数
珠
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

柴
田
住
職
は
、
「
唱
え
る
経
文
は
日
蓮
宗

で
、
私
ど
も
と
宗
派
は
異
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
人
々
が
幸
せ
を
願
う
思
い
に
宗
派
は

問
わ
な
い
と
い
っ
た
昔
の
人
達
の
心
の
表

れ
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

数じ
ゅ

珠
繰

ず

く

り
関
和
久
に
根
づ
く
郷
土
の
文
化

数
珠
繰
り
に
は
、
地
域
の
人
々
が
幸
せ
を
願
う
『
心
』
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

行事の見守り人

取材の日、図書館には多数利用者が訪れていた。
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長
野
県
　
下
條
村
か
ら
研
修
報
告
②

図
書
館
取
材
を
実
施

下
條
村
立
図
書
館
は
、
平
成
７
年
に

創
設
さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
時
点
で
、

人
口
４，

０
５
２
人
の
村
に
、
５，

８

２
１
人
（
う
ち
児
童
１，

２
６
６
人
、

村
外
者
８
２
９
人
）
、
団
体
72
組
の
登

録
者
が
あ
り
ま
す
。
蔵
書
数
は
、
本
村

の
図
書
館
が
１
８，

０
０
０
冊
で
あ
る

の
に
対
し
、
８
３，

０
０
０
冊
で
、
福

祉
施
設
や
郵
便
局
の
分
館
、
小
中
学
校

な
ど
へ
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り
、
下
條

村
民
１
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
は
18
冊

で
、
県
下
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
図
書
館
取
材
を
通
し
て
―

こ
の
図
書
館
に
は
、
利
用
率
を
押
し
上

げ
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

親
子
対
象
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

が
立
ち
寄
る
場
所
に
本
を
置
き
、
そ
れ
ら

を
定
期
的
に
入
れ
替
え
る
な
ど
利
用
者
側

の
立
場
に
立
っ
た
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
会
な
ど
は
、

来
館
者
に
常
に
新
し
い
も
の
、
よ
り
良
い

も
の
を
提
供
す
る
た
め
、
毎
年
内
容
を
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
方
式
で
見
直
し
て
い

ま
す
。
司
書
の
方
は
、
住
民
の
方
の
強
い

思
い
で
建
て
ら
れ
た
図
書
館
な
の
で
、「
利

用
さ
れ
る
図
書
館
」
を
ど
う
創
る
か
が
私

達
の
役
目
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
必
要
と

さ
れ
る
施
設
や
事
業
は
、
そ
れ
に
関
わ
る

方
々
の
思
い
や
、
利
用
す
る
側
に
立
つ
人

達
の
思
い
で
創
出
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（

木
野
内
巌
）

長野県内で貸出冊数第2位の下條村立図書館を研修生が取材

研修先となる長野県下條村は、高い財政力とコンパクトな
行政運営を成功させ、全国から注目を集める自治体です。

【利用増へつなげるソフト事業】
１．貸出サービス

２．乳幼児サービス

◇ブックスタート（７～８ヶ月児相談）

◇えほんの会（乳幼児親子）

３．児童サービス

◇お楽しみ会（年9回）お話し会（週１回）

◇子ども読書週間（夏休み中の２週間）

◇子ども図書館だよりの発行（年9回）

４．教育機関等との連携

◇各クラスへ団体貸出、出張お話し会

５．ハンディキャップサービス

（福祉施設等への団体貸出）

６．一般サービス

◇下條村読書月間

◇としょかんだよりの発行（年6回）

◇新刊カタログ（年6回）

◇広報紙発行（年4回）

◇一日館長（利用者が館長）

研修生：木野内巌主査

泉崎村役場除染対策室

より下條村へ
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保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館

で
は
、
こ
れ
ま
で
年
度
末
と
年

度
初
め
の
数
日
間
、
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、

本
年
よ
り
、
年
度
末
並
び
に
年

度
初
め
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

下
表
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
利
用
す
る
施
設
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

預
か
り
保
育
等
の
受
け
入
れ
の
一
部
見
直
し

代
表
住
民
生
活
課
蕁
５
３
・
２
１
１
２

保
育
所
蕁
５
３
・
３
６
１
９

幼
稚
園
蕁
５
３
・
２
８
１
０

児
童
館
蕁
５
３
・
３
６
３
５

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い

の
会
」
企
画
委
員

ス
タ
ッ
フ
募
集

産
業
振
興
課
　
蕁
５
３
・
２
４
３
０

【
注
意
】
各
施
設
と
も
年
度

初
め
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
庭
保
育
の
可
能
な
ご

家
庭
に
は
、
家
庭
保
育
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

白
河
市
と
西
白
河
郡
の
町
村

で
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
出
逢

い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
当

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に
協
力

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
内
容

年
２
回
実
施
予
定
の

本
イ
ベ
ン
ト
及
び
月
１
回
程

度
の
企
画
委
員
会
へ
の
参
加

◇
募
集
人
数

若
干
名

◇
期
間

４
月
〜
12
月
を
予
定

◇
資
格

満
20
歳
以
上
の
方
で
、

本
村
在
住
の
方

◇
そ
の
他

無
報
酬
（
交
通
費

等
の
支
給
も
あ
り
ま
せ
ん
。
）

◇
申
込
期
限

３
月
31
日
（月）

直
売
所
実
行
委
員

を
募
集

産
業
振
興
課
　
蕁
５
３
・
２
４
３
０

村
で
は
、
農
業
振
興
や
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
泉
崎
村
総
合
直

売
所
（
仮
称
）
建
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
実
り
あ
る
事
業
実

現
を
目
指
し
、
多
く
の
皆
様
か

ら
新
規
直
売
所
の
企
画
・
提
案

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

こ
の
た
び
実
行
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

実
行
委
員
の
役
割
・
業
務
　
　
　
　

◇
実
行
委
員
会
へ
の
参
加

（
月
１
回
程
度
）

◇
運
営
方
法
・
出
品
物
・
陳
列

・
建
設
等
に
関
し
て
の
企
画

や
提
案

◇
視
察
研
修
等
へ
の
参
加
、
そ

の
他
、
具
体
的
な
役
割
・
業

務
に
つ
い
て
検
討

◇
募
集
人
員
　
若
干
名

◇
申
込
み
方
法
　
電
話
で
産
業

振
興
課
へ
申
し
込
む

◇
申
込
期
限
　
３
月
31
日
（月）

年度末
（３月31日）

年度初め
（４月１日）

保育所 保育実施
入所進級式を実施。４月２日から、
継続児通常保育、新入児慣れ保育

幼稚園 預かり保育実施
年度初めの預かり保育特別受け入れ
を実施

児童館 受け入れ実施 受け入れを実施

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

方
は
、
電
池
切
れ
等
に
注
意
し
、

維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

＊

林
野
火
災
防
止
の
注
意
点
　
　

◇
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後

は
完
全
に
消
火
す
る
。

◇
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

◇
火
入
れ
許
可
を
必
ず
受
け
る
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
２
回

の
予
防
接
種
が
必
要
で
す
。
現

在
の
定
期
接
種
対
象
は
、（
第
１

期
）
満
１
歳
の
方
、（
第
２
期
）

小
学
校
入
学
前
の
１
年
間
（
幼

稚
園
年
長
児
）
の
方
々
で
す
。

◇
第
２
期
公
費
接
種
期
間

３
月
31
日
（月）
ま
で

【
注
意
】
こ
れ
以
降
は
、
任
意

接
種
（
自
己
負
担
）
に
な
り
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
早

急
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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火
災
予
防
運
動
期
間
　
　
　
　
　

３
月
１
日
（土）
〜
３
月
７
日
（金）

ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
時
季
は
、
春
を

迎
え
て
の
農
作
業
の
開
始
と
と

も
に
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く

風
が
強
く
吹
く
日
が
多
く
な
る

こ
と
か
ら
、
山
林
や
枯
れ
草
等

の
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

＊

住
宅
火
災
警
報
器
が
義
務
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
全

て
の
住
宅
の
寝
室
や
階
段
等
に

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
や
火
災

に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回
個
人
線
量
計
測
定
結
果
の
公
表

保
健
福
祉
課
蕁
５
４
・
１
３
３
３

「
消
す
ま
で
は

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

春
季
火
災
予
防
運
動
　

ス
タ
ー
ト

泉
崎
中
島
分
署
　
蕁
５
３
・
２
９
７
８

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

平成25年度第２回個人線量計による、測定結果についてお知らせします。今回の結果につ
いて福島県「放射線と健康」アドバイザーグループより、『今回の測定は、現状における直近
約３か月間の積算線量を把握するものでしたが、健康影響が心配されるレベルの線量の方は
いませんでした。よって、個別の対応が必要な方もいないと考えます。』とのアドバイスがあ
りました。

【測定期間】平成25年９月12日～12月11日 [３ヶ月間]

区　分 H25年度第
２回目平均

H24年度第
２回目平均

差　引 H25年度
年間換算

H24年度
年間換算

差　引

乳　幼　児 0.053 0.094 -0.041 0.212 0.376 -0.164

保　育　所 0.037 0.063 -0.026 0.148 0.252 -0.104

幼　稚　園 0.039 0.066 -0.027 0.156 0.264 -0.108

第一小学校 0.042 0.068 -0.026 0.168 0.272 -0.104

第二小学校 0.047 0.065 -0.018 0.189 0.260 -0.071

中　学　校 0.039 0.065 -0.026 0.156 0.260 -0.104

平　　　均 0.043 0.069 -0.026 0.172 0.276 -0.104

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
・
１
３
３
３
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介
護
保
険
制
度
を

利
用
さ
れ
る
方
へ

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
・
１
３
３
３

除
染
の
進
捗
情
報

除
染
対
策
室
　
蕁
５
３
・
２
２
３
６

【
介
護
予
防
に
実
施
す
る
住
宅
改
修
の
補
助
】

元
気
に
生
活
し
て
い
る
中
で
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
段

差
な
ど
で
転
倒
し
、
こ
れ
が
元
で
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
に
、

こ
う
い
っ
た
個
所
を
改
修
し
て
お
く
こ
と
も
介
護
予

防
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

〈
制
度
の
概
要
〉

◇
助
成
金
額
　
18
万
円
を
限
度

◇
個
人
負
担
　
住
宅
改
修
費
用
（
20
万
円
以
内
）
の

１
割
分

◇
住
宅
改
修
（
介
護
予
防
の
た
め
に
）
で
き
る
工
事

（
１
）
手
す
り
の
取
付
け
工
事

（
２
）
段
差
を
取
る
工
事

（
３
）
滑
り
防
止
と
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
床
張
り

替
え
な
ど
の
工
事

（
４
）
扉
を
引
き
戸
に
取
り
替
え
る
工
事

（
５
）
洋
式
便
器
等
に
す
る
工
事

（
６
）
そ
の
他
前
項
の
住
宅
改
修
と
合
わ
せ
て
必
要

と
判
断
で
き
る
住
宅
改
修
工
事

◇
対
象
者

60
歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険
の
対
象
者
を
除
く
）
、

そ
の
生
計
中
心
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
（
※
問
い

合
わ
せ
）
以
下
の
方

介
護
予
防
を
す
す
め
る
方
へ

（
住
宅
改
修
費
補
助
制
度
）

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
・
１
３
３
３

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
や
福
祉
用
具
購

入
費
は
、
利
用
者
本
人
が
事
業
者
へ
全
額
（

10
割
）
を
支
払
い
、
そ
の
後
、
役
場
に
申
請

を
し
て
、
保
険
給
付
分
（
９
割
）
の
支
給
を

受
け
る
方
法
（
償
還
払
い
）
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
、
こ
の
「
償
還
払
い
」
の

ほ
か
に
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、「
受
領

委
任
払
い
」
に
よ
る
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

＊

受
領
委
任
払
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
者
の
一
時
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
介

護
保
険
の
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
購
入
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る
。
利
用
者
本

人
が
事
業
者
へ
原
則
１
割
分
を
支
払
い
、
残

り
の
９
割
分
を
村
か
ら
事
業
者
へ
支
払
う
制

度

＊

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
、
福
祉
用
具
購
入
費
や

住
宅
改
修
費
の
支
給
を
う
け
る
と
き
、
受
領

委
任
払
い
（
業
者
が
一
時
立
て
替
え
）
は
、

事
前
に
給
付
券
申
請
が
必
要
で
す
。
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
代
理
申
請
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
２
工
区
（
峠
・
天
王
台
・

原
地
区
）
の
住
宅
除
染
に
つ
い

て
の
作
業
は
約
20
％
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
順
次
作
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
作
業

を
行
う
泉
崎
除
染
復
興
対
策
協

同
組
合
が
訪
問
し
た
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊

ま
た
、
３
工
区
（
北
平
山
・

八
雲
地
区
）
、
４
工
区
（
関
和

久
地
区
）
に
つ
い
て
も
計
画
に

沿
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
請
負
業
者
が
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
、
作
業
承
諾
書
や

作
業
打
ち
合
わ
せ
等
で
伺
っ
た

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、

地
区
代
表
の
方
々
と
検
討
し
、

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
「
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
か
年
金
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊

【
ご
注
意
】
平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納

保
険
料
は
、
10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26

年
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

（
問
）
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
の

た
め
、
次
の
日
に
限
り
『
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
・
各
種
税
証
明
』
の
証
明
書
に
つ

い
て
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
休
日
窓
口
開

庁
業
務
（
戸
籍
証
明
書
の
交
付
、
各
種
税

金
及
び
使
用
料
の
納
付
）
に
つ
き
ま
し
て

は
通
常
ど
お
り
で
す
。

◇
発
行
を
停
止
す
る
日

３
月
29
日
（土）
・
30
日
（日）
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国
民
健
康
保
険

「
保
険
証
」
の
発
行

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

休
日
窓
口
の
一
部
業
務

停
止
の
お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め
忘

れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
は

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で

き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の

「
使
用
期
限
」
に
ご
注
意

後
納
制
度
を
す
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方

で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険

料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
26
年

３
月
31
日
）
ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。
も

し
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ

た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
更
新
用
国
民
健
康
保
険
証

は
、
次
の
日
程
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

◇
発
送
予
定
日
　
３
月
24
日
（月）

◇
配
達
期
間
　
　
３
月
25
日
(火)
か
ら

３
月
28
日
（金）
ま
で

◇
手
続
き
　
　
　
不
要

◇
保
険
証
が
届
い
た
ら

①
記
載
事
項
を
確
認

②
古
い
保
険
証
を
役
場
へ
返
却

③
保
険
証
の
窓
口
交
換
を
希
望
の
方
は

次
に
よ
り
交
付
し
ま
す

（
１
）
事
前
申
込
　
３
月
20
日
（木）
ま
で
に
　

窓
口
へ
申
し
出
る

（
２
）
交
付
は
３
月
25
日
(火)
よ
り

（
３
）
持
参
物
は
古
い
保
険
証
・
印
鑑

見　本
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○○○円（税抜価格） ○○○円（税別） ○○○円（本体価格）

○○○円＋税 ○○○円＋消費税

○制度の概要
「消費税転嫁対策特別措置法」第10条の規定により、平成25年10月１日から平成29年３月31日 までの間におい

て、「現に表示する価格が税込価格であると誤認されないための措置（誤認防止措置）」を講じている場合に限り、
税込価格を表示（総額表示）しなくてもよいとする特例が設けられました。
なお、消費者の方々の利便性にも配慮する観点から、この特例の適用を受ける事業者は、できるだけ速やかに

「税込価格」を表示するよう努めることとされています。
【誤認防止措置の具体例】
総額表示義務の特例措置の適用を受けるために必要となる誤認防止措置としての表示は、消費者が商品等を選

択する際に、明瞭に認識できる方法で行う必要があります。

例

消費税法改正等について 泉崎村役場税務課　蕁53・2113

Ⅰ「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法
律」による消費税法の主な改正内容をお知らせします。

１消費税収入の使途の明確化

２消費税率の引上げ

国分の消費税収入については、毎年度、制度として確立された年金、医療及び介護の社会保障給付並びに少子
化に対処するための施策に要する経費に充てるものとされました。

消費税率及び地方消費税率について、次のとおり２段階で引き上げることとされました。

Ⅱ消費税転嫁対策特別措置法に規定する「総額表示義務の特例措置」

現　　行 平成26年４月１日 平成27年10月１日

消 費 税 率 4.0% 6.3% 7.8%

地方消費税率 1.0%（消費税額の25/100） 1.7%（消費税額の17/63） 2.2%（消費税額の22/78）

合計 5.0% 8.0% 10．0%

児童館で音楽鑑賞コンサート
「新年コンサート会」が児童館で開かれ

ました。児童館を訪れたのは、吹奏楽を演
奏する村内のボランティアグループです。子ども達は、
知っている曲が流れると一緒に口ずさんだりして音楽
を楽しんでいました。素敵な音色と生の演奏に触れ、
少し興奮ぎみの子ども達の声で会場は賑やかな雰囲気
に包まれていました。

1

20

値札、チラシ、ポスター、商品カタログ、インターネットのウェブページ等において、商品等
の価格を次のように表示する。

広報
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幼稚園で地域交流会を実施
昔遊びを通して交流を図る地域交

流会は幼稚園で開かれました。ボラ
ンティア連絡協議会会員の方々は、園児に昔話を
聞かせたり、お手玉やあやとり、コマ遊びなどを
とおして、園児達と触れ合い、昔と今の遊びの違
いを伝えていました。会場には、あちこちで昔遊
びを楽しむ満足そうな子ども達の姿が見られまし
た。

1

23

８町村にまたがる広域災害協定を締結
村では近年多発する災害に備え『相互応援協定』

を締結しました。これは、国道２８９号線を活かし
西白河郡と南会津郡の両郡において、訪れるであろう災害を想
定し、人員の派遣や物資輸送などを円滑にすすめるためのもの
です。この日、締結式に出席した西白河郡４町村の首長と南会
津郡４町村の首長は、福島県立ち会いのもと、協定書にそれぞ
れサインしました。

1

30

災害時のガス供給協力協定を締結
泉崎村は、福島県ＬＰガス協会白河支部と協定を

締結しました。これは、災害時にＬＰガスなどの円
滑な供給を受けるためのもので、締結式においては、小野和彦
振興局長立ち会いのもと、ＬＰガス協会白河支部の会沢真一支
部長と管内市長村長が協定書を取り交わしました。

2

3

福島県ミニバスケットボール新人大会
第16回福島県ミニバスケットボール新人大会県南

地区予選会がトレーニングセンターで行われました。
9チームのトーナメント戦で行われ泉崎ミニバス男子チームは決
勝で白河城西を55対21で破り県大会の切符を手にしました。県
大会は3月15日から須賀川市で開催されます。

2

23

保育所がケアハウスを訪問
２、３歳児の保育児がケアハウスを訪れ、施

設入所者と触れ合いました。子ども達は少し緊
張した表情でしたが、練習してきたお遊戯や歌などを入所
されている方々に披露しました。触れ合った皆さんは、子
ども達のかわいらしい姿をみながらとても嬉しそうな表情
を浮かべていました。

2

7



福島県は・・・

急性心筋梗塞で亡くなる人の割合

男性：全国1位　　女性：全国1位

脳梗塞で亡くなる人の割合

男性：全国5位　　女性：全国1位

（平成22年度都道府県別年齢調整死亡率）
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保健師さんに聞く！

福島県は・・・

15歳における肥満傾向児の出現率

全国1位（平成22年度　学校保健統計調査）

特定健診におけるメタボ該当児・予備軍割合

全国3位（平成23年度特定健診）

軈
は
じ
め
よ
う
軋﹁
か
ら
だ
﹂
を
考
え
る
こ
と

日
々
の
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
、
簡

単
な
よ
う
で
、
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
健
康
に
直
結
す
る
習
慣
で
あ
れ
ば
、

そ
の
行
動
が
健
康
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の

か
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

回
紹
介
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

も
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

注
意
す
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
今
日
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
邇

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
生
活
に
取
り

入
れ
、
今
よ
り
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動

◇
ス
ポ
ー
ツ
に
こ
だ
わ
ら
ず
生
活
の
中
で

こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

◇
意
識
し
て
早
歩
き

◇
食
事
は
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
み
、
野
菜
や

海
藻
類
か
ら
食
べ
る

◇
炭
水
化
物
（
ご
は
ん
、
め
ん
類
）
や
揚

げ
物
の
量
を
減
ら
す

◇
間
食
や
ジ
ュ
ー
ス
、
甘
い
飲
み
物
な
ど

を
少
量
に
控
え
る

◇
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
し
、
休
肝
日

を
作
る

◇
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
す
る

◇
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
（
禁
煙
外
来

な
ど
も
活
用
し
よ
う
）

◇
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
り
、
自
分
に
合
っ

た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
み
つ
け
る
　

生
活
習
慣
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
防
の
た
め
に
、
特
定
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

（
※
５
月
に
総
合
検
診
を
予
定
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

内
臓
脂
肪
肥
満
を
背
景
に
し

て
、
複
数
の
生
活
習
慣
病
（
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
）

が
合
併
し
て
い
る
状
態
を
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ

タ
ボ
）
と
い
い
、
メ
タ
ボ
の
状

態
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引

き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

食
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
内
臓

脂
肪
を
た
め
な
い
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
治
療
が
必
要
な

方
は
、
医
師
の
指
示
に
従
い
ま

し
ょ
う
。
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お問い合わせ：電話 53・2415 事務　澤田・鈴木まで

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※菅野先生の診療については直接診療所事務課までお問い合わせください。

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成26年３月

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
3/3・24

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
［胃カメラ］

小林奈美江
眼科

緑　川
3/3第一月曜日午後

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

小　林
第2・4・5土曜日

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
第1・3土曜日

介護予防はじめませんか？

今月の泉崎南東北公開講座は…
◆日　時：平成26年３月15日（土） 入場無料!!

開場　13:30～　　開演　14:00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演　題：「ほくろ・シミで癌になる？」

講師　総合南東北病院　　形成外科　北原正樹先生

泉崎南東北診療所　蕁５３・２４１５

・月曜日の眼科診療は午前中のみとなります。目の病気についてお困りのことがありましたら眼科を是非ご利用ください。
・火曜日は整形外科の専門である小林先生になります。腰痛や膝痛などで、お困りの方は一度ご来院ください。

・最近こんな気になる事はありませんか？

□　何をしても億劫に感じる
□　家に閉じこもりがちだ
□　立ち上がりや歩き始めがふらつく事がある
□　忘れっぽくなってきた
□　いつまでも若々しくいたい
□　運動がしたくても一人では続かない
□　人の手を借りずに生活したい　　

≪介護予防通所リハビリは・・・≫
「要支援1・要支援2」と介護認定を受けた方が施設に通い、
介護予防体操やマシントレーニングを主とした運動を行い、
要介護となる状態を予防し、いつまでも住み慣れた自宅で
元気に過ごせる事を目的としています。希望があればご自
宅まで送迎いたします。なお、別途料金にて昼食も召し上
がれます。
4月から泉崎村内定員枠増員！！

◆利用時間　　　10：10～14：00

◆利用曜日　　　毎週木曜日の週1回
◆利用できる方　要支援1・要支援2の認定を受けた方
◆利用料金やサービス内容の詳細はお問い合わせください

利用希望される方は当センターまたは、泉崎村地域包括支援センターまでご連絡下さい♪
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１月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2014.1.1～1.31

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ　巻１

尾田　栄一郎著／集英社
(1998年刊)

贈ってうれしいチョコレートスイ
ーツ　　宮沢　うらら著／汐文社

(2011年刊)

しんかんくんようちえんにいく
のぶみ著／あかね書房

(2008年刊)

2
海賊とよばれた男　上

百田　尚樹著／講談社
(2012年刊)

魔女の心理テスト　ミラクル
中嶋　真澄著／ポプラ社

(2010年刊)

おひめさまようちえん
のぶみ著／えほんの杜

(2009年刊)

4
さわらびの譜

葉室　麟著／角川書店
(2013年刊)

かんたん手芸　５　毛糸でつくろう
寺西　恵里子著／小峰書店

(2013年刊)

こぐまのくうちゃん
あまん　きみこ著／童心社

(2013年刊)

3
恋しくて
Ten Selected Love Stories
村上　春樹著／中央公論新社

(2013年刊)

新しい科学の話　５年生
田中　幸、結城　千代子著

東京書籍(2012年刊)

じごくのそうべえ　
桂米朝・上方落語・地獄百景より
田島　征彦著／童心社(1978年刊)

5
北条早雲　青雲飛翔篇
富樫　倫太郎著／中央公論新社

(2013年刊)

イチゴの村のお話たち小さなおう
ちへようこそ　エム・エーフィー
ルド著／学研教育出版（2013年刊)

はしれディーゼルきかんしゃデー
デ　　すとう　あさえ著／童心社

(2013年刊)

泉崎図書館
蕁５３・４７７９

今月のおすすめＢＯＯＫ今月のおすすめＢＯＯＫ

『心に響く小さな5つの物語』
藤尾　秀昭／文・片岡　鶴太郎／画

到知出版社(2010年刊)
短編が５編収録されていて、ひとつひ
とつの話はあっという間に読み終えて
しまいますが、あふれる涙が止まらず、

まさに「心の琴線に触れる」話です。ぜひ、親
子で読んで欲しい一冊です。

■年度末ワックス清掃による休館
3月21日(金)は年度末館内ワックス清掃のため、
休館としますので、この間の返却は返却ポスト
をご利用ください。

■春休みお楽しみ映画上映会
３月27日(木) 13時30分～
図書館２Ｆ（※内容は後日ご案内）

幼稚園児が来館しました
1月30日(木)、31日(金)と2月7日(金)の3回に分けて、
泉崎幼稚園の年少・年中の子どもたちが泉崎図書館
に来館しました。
図書館でのマナーや本の扱い方など、真剣に聞い
ていました。
最後はお楽しみの『ミニおはなしかい』で、絵本
の読み聞かせや、ペープサートを使っての『しりと
り』や『手あそび歌』で楽しいひとときを過ごしま
した。子どもたちのキラキラしたまなざしがとても
印象的でした。

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

お
・
知
・
ら
・
せ
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泉崎スポーツ少年団バレー少年男子は、県南新人大会
において、初出場ながら見事初優勝しました。大会は２
月８日、15日に開催され６チームのリーグ戦で戦い、本
チームは５勝０敗で完全優勝を果たしました。主力とな
る２人の５年生他４名の計６人という少数メンバーでつ
かみとった勝利です。立上げから２年目にしてようやく
陽の目を見ることが出来ました。新会員随時募集してい
ます。

兵藤登喜也（八雲神社）：53・4109

スポーツ少年団バレー男子が新人大会で優勝！

子どもも大人も楽しめるゲートボール。
打ってみればイメージが変わる！
初心者大歓迎！３００円会費で、あったか飲み物、
ミニゲーム、景品ありの盛り沢山。

■日　時：３月23日（日）９時～15時
■会　場：屋内ゲートボール場（軽装・昼食持参）
■その他：用具は当日無料貸出ＯＫ
■事務局：村中央公民館　53・2258

「何でも掲示板」では、皆さんが募集や、話題提供、伝えたいことなどの情報を掲載しています。

募集中！シルバー人材センター

お彼岸セール ～元気な“力”活かしてみませんか～
＊入会年齢は、おおよそ60歳以上です。

◇受　付 ３月22日（土）～24日（月）まで
13時～16時まで

◇場　所 保健福祉総合センター
◇入会金 １,０００円
◇その他 入会後、年に一度健診が必要

※当日印鑑を持参ください。
◇問 村社会福祉協議会　蕁５４・１５５５ ゲートボールで盛り上がろう！●●

いずみざきゲートボールフェスティバル
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相
　
談

印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

募
　
集

Information

セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員
（
民
生
委
員
）

鈴
木
保
子
・
佐
川
弥
七

◇
問

村
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
・
１
５
５
５

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
ご
案
内
　
　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◇
総
合
職
試
験

・
院
卒
者
、
大
卒
程
度
試
験

・
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で

４
月
１
日
（火）
〜
８
日
（火）

・
一
次
試
験
日
は
４
月
27
日
（日）

◇
一
般
職
試
験

・
大
卒
程
度
試
験

・
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で

４
月
９
日
（水）
〜
21
日
（月）

・
一
次
試
験
日
は
６
月
15
日
（日）

◇
一
般
職
試
験

・
高
卒
者
試
験

・
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で

６
月
23
日
（月）
〜
７
月
２
日
（水）

※
郵
送
ま
た
は
、
持
参
も
可
能

・
一
次
試
験
は
９
月
７
日
（日）

◇
そ
の
他

詳
細
は
人
事
院
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問

人
事
院
東
北
事
務
局

試
験
係

蕁
０
２
２
・
２
２
１
・
２
０
２
２

18
歳
以
上
55
歳
未
満

（
※
②
は
各
種
国
家
資
格
所
有
者
）

◇
試
験
日

４
月
11
日
〜
15
日
の

１
日

◇
締
め
切
り

４
月
２
日
（水）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
企
業
説
明
会

平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、
「
大

卒
等
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
（
予
約
不
要
）

◇
日
時

３
月
13
日
（木）

10
時
〜
16
時

◇
会
場
　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ
（
福
島
市
）

◇
内
容

合
同
の
企
業
説
明
会

◇
参
加
企
業

福
島
県
労
働
局
Ｈ

Ｐ
に
掲
載

◇
問

福
島
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

蕁
０
２
４
・
５
３
４
・
０
４
６
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職
面
接
会

平
成
26
年
３
月
に
新
規
で
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、

県
内
企
業
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
（
申
込
不
要
）

◇
日
時

３
月
10
日
（月）

正
午
〜
16
時

◇
会
場

県
看
護
会
館
み
ら
い

（
郡
山
市
）

◇
内
容

企
業
Ｐ
Ｒ
・
面
接
会

◇
問
　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

蕁
０
２
４
・
５
２
９
・
５
３
９
６

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験

◇
区
分

事
務
系
及
び
技
術
系

◇
対
象

出
生
日
が
Ｓ
59
年
４
月

２
日
以
降

◇
受
付

４
月
１
日
（火）
〜
15
日
（火）

◇
試
験
日

５
月
18
日
（日）

◇
そ
の
他

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
確

認
（
※
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
の

Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
）

国
税
専
門
官
の
募
集
　
　
　
　
　
　
　

国
税
専
門
官
と
は
、
税
務
署
等

に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査
、

指
導
を
行
う
職
業
で
す
。

◇
対
象

①
出
生
日
が
Ｓ
59
年
４
月
２
日

〜
Ｈ
５
年
４
月
１
日

②
出
生
日
が
Ｈ
５
年
４
月
２
日

以
降
で
Ｈ
27
年
に
大
卒
を
見

込
む
も
の
　
　

◇
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
１
日
（火）
〜
14
日
（月）

◇
一
次
試
験
日

６
月
８
日
（日）

◇
問

仙
台
国
税
局
人
事
第
２
課

蕁
０
２
２
・
２
６
３
・
１
１
１
１

予
備
自
衛
官
の
募
集
　
　
　
　
　
　
　

企
業
等
で
働
く
人
々
が
、
い
ざ

と
い
う
時
に
自
衛
官
と
し
て
働
く

制
度
で
す
。

◇
受
験
資
格

①
一
般
公
募

18
歳
以
上
34
歳
未
満

②
技
能
公
募

行
政
相
談
所

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

「
行
政
相
談
委
員
」
が
、
国
・
県

・
村
の
業
務
な
ど
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
、
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

３
月
８
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

保
健
福
祉
総
合セ

ン
タ
ー

◇
相
談
委
員

木
村
　
全
孝

◇
問

役
場
総
務
課

蕁
５
３
・
２
１
１
１

こ
こ
ろ
の
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、
そ

の
ご
家
族
を
対
象
に
、
心
理
士
に

よ
る
心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
（
事
前
予
約
制
）

◇
日
時
　
３
月
14
日
（金）

14
時
〜
16
時

◇
相
談
者

心
理
士
に
よ
る

◇
会
場

村
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

◇
問
・
予
約
　
役
場
保
健
福
祉
課

蕁
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所
　
　
　
　
　
　
　
　

心
配
ご
と
や
、
生
活
全
般
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

３
月
８
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

村
保
健
福
祉
総
合
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工事なんでも御相談ください（見積もり無料） 

行
　
事

◆
作
り
か
た

①
水
を
入
れ
た
な
べ
に
と
り

む
ね
肉
を
入
れ
て
、
ボ
イ

ル
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
々
の
油

を
入
れ
、
ス
ラ
イ
ス
し
た

ニ
ン
ニ
ク
、
玉
ね
ぎ
を
炒

め
、
取
り
除
い
た
後
に
、

と
り
レ
バ
ー
を
炒
め
る
。

③
①
で
ボ
イ
ル
し
た
と
り
肉

を
取
り
出
し
、
バ
ン
バ
ン

ジ
ー
の
よ
う
に
細
く
ち
ぎ

り
分
け
て
鍋
に
戻
す
。

④
と
り
の
だ
し
が
と
れ
た
水

に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ

ん
、
マ
カ
ロ
ニ
、
②
で
い

た
め
た
食
材
を
入
れ
る
。

⑤
牛
乳
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、

味
の
素
で
味
を
と
と
の
え

る
。

★★★★★★★「わが家のアイデア料理コンクール」入賞作品レシピ★★★★★★★

教育長賞「ソーパス」 白石茜さん、白石ローナさん

材　料　とりレバー…２５０ｇ、とりむね肉…２５０ｇ、マカロニ…１５０ｇ、キャベツ（小）…１／２、
にんじん（小）…１本、玉ねぎ（大）…１／２、ニンニク…２片、牛乳、水、塩…適量、こしょう、
味の素、油…少々

案
　
内

あ
な
た
も
で
き
る
！

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
心
理
、

社
会
的
問
題
や
生
活
上
の
問
題
、

健
康
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人

な
ど
、
自
殺
の
危
険
を
抱
え
た
人

び
と
に
気
づ
き
適
切
に
か
か
わ
る

人
達
の
こ
と
で
す
。
特
別
な
資
格

は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
健
師
な
ど
を

は
じ
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
保
健
推
進
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
家
族
や
同
僚
、
友
人
と
い
っ

た
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
が
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
々
の

領
域
に
よ
っ
て
役
割
は
異
な
り
ま

す
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
主
な
要

素
は
「
気
づ
き
」
「
傾
聴
」
「
見

守
り
」
で
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

「
希
望
の
明
か
り
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
を
迎

え
、
震
災
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
を
捧

げ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
全
県
下

７
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

３
月
11
日
（火）

17
時
30
分
〜
20
時
　
　

◇
内
容

２
千
本
の
チ
ャ
ン
ド
ル

を
点
灯

記
帳
所
の
設
置

◇
会
場

白
河
市
民
会
館
駐
車
場

◇
問

県
南
地
方
振
興
局

蕁
２
３
・
１
５
０
２

引
っ
越
し
相
談
所
の
開
設
　
　
　
　
　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
ピ
ー
ク
と
な

る
３
、
４
月
に
緑
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
し
て
の
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
全

般
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
日
時

月
曜
〜
金
曜

（
９
時
〜
16
時
）

◇
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

蕁
２
７
・
３
６
４
４

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
南
支
部

車
の
名
義
変
更
、
住
所
変
更
は
お

早
め
に
　

自
動
車
の
登
録
、
検
査
手
続
き

は
、
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
車

検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
車
の

名
義
人
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車

手
続
き
は
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問

東
北
運
輸
局

（
福
島
運
輸
支
局
）

蕁
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
５

検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か
？
　
　

検
察
審
査
会
は
、
被
疑
者
を
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起

訴
処
分
）
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
、
検
察

官
の
職
務
に
国
民
の
良
識
と
視
点

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
検
察
審
査

員
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
て

い
ま
す
。



わたなべ子どもクリニック
蕁21・2166（老久保）

ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク
蕁24・4111（西郷村下前田東）

芳 賀 医 院 歯 科 室
蕁25・2862（西郷村小田倉）１６日

お か ざ き ク リ ニ ッ ク
蕁23・2551（新白河）

さかの整形外科クリニック
蕁24・5111（旭町）

早 坂 歯 科 医 院
蕁24・6480（合戦坂）

岡 　 小 児 科 内 科 医 院
蕁23・7811（結城）

佐藤循環器科内科クリニック
蕁24・2311（中山南）

は や し 歯 科 医 院
蕁24・1818（道場町）２３日

○保健センター　○中央公民館　○幼稚園　○南東北診療所　○資料館　○児童館　○保育所　○第一小学校　○第二小学校　■ごみの日
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※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］月の休日当番医
変更等もありますので必ず電話で確認してから受診してください。
３

■小児科　　　　　　　　　　　 ■内科・外科　　　　　　　　　 ■歯科

3/10
（月）

17
（月）

年度末保育（～28日まで）
修了式

11
（火）

■可燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）
絵画教室

18
（火）

卒園式
早朝受け入れ（～28日まで）
■可燃ごみ

12
（水）

なかよしクラブ
英会話教室
■資源ごみ

13
（木）

卒業式
お別れ会
第３回奉仕作業

14
（金）

■可燃ごみ・不燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）
満了式
泉崎南東北公開講座
登録児受け入れ

24
（月）

27
（木）
28
（金）

退館式
■可燃ごみ・不燃ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）

25
（火）

■可燃ごみ

26
（水）

■資源ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）

19
（水）

修了式
学年末休業（～28日）
英会話教室
■資源ごみ

２
（水）

■資源ごみ

休日窓口開庁（役場・社協）

休日窓口開庁（役場・社協）
休肝日

休日窓口開庁（役場・社協）

３
（木）

８
（火）

3.4か月児　9.10か月児健診
■可燃ごみ

9
（水）

休肝日
■資源ごみ

４
（金）

■可燃ごみ

７
（月）

★③月の月間・週間何だろう★

・自殺対策強化月間

・春季全国火災予防運動（～７日）

・全国山火事予防運動（～７日）

・女性の健康週間（～８日）

村の確定申告は、３月17日（月）まで

■使用料　－　村営住宅使用料　３月分

■使用料　－　農業集落排水使用料　第６期

※税金のことなら税務課で相談　蕁53・2113

～３月31日納期のご案内～

今 月 の 行 事 　 3 月

関 　 医 　 院
蕁23・3003（横町）

すずき内科クリニック
蕁24・4114（森の内）

古 市 歯 科 ク リ ニ ッ ク
蕁52・2894（中島村二ツ山）３０日

みうら小児クリニック
蕁28・1001（石阿弥陀）

鈴木ホームクリニック
蕁31・8181（南真舟）

ほ ず み 歯 科 医 院
蕁22・7211（三番町）６日

２１日

保 公 幼 診 資 児 育 一 二

休日窓口開庁（役場・社協）

育 幼

保

3/

4/

4/1
（火）

平成26年度入所・進級式
■可燃ごみ

31
（月）

20
（木）

卒業式
修了式

休日窓口開庁（役場・社協）

保
公

中
幼
児

育
診
児

育
幼

図

幼
児

幼
公

中

一 二

一 二

児

保

育

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.４.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ３ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.４.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ３ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.４.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ３

昨
年
、
烏
峠
で
野
生
カ
モ
シ

カ
を
撮
影
し
た
の
は
、
八
雲
神

社
に
住
む
丸
田
克
之
さ
ん
。
丸

田
さ
ん
は
２
月
に
村
内
河
川
敷

で
雪
の
中
を
さ
ま
よ
う
一
匹
の

狐
を
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ

物
を
探
し
て
下
り
て
き
た
の
か

少
し
や
つ
れ
た
よ
う
に
も
見
え

ま
し
た
。
私
達
の
身
近
な
空
間

に
多
く
の
野
生
動
物
が
生
息
す

る
こ
と
に
驚
く
反
面
、
人
間
生

活
へ
の
被
害
が
あ
れ
ば
保
護
動

物
で
あ
っ
て
も
駆
除
さ
れ
ま
す

か
ら
、
キ
ツ
ネ
君
の
そ
の
後
が

気
に
な
り
ま
す
。

３
年
前
の
震
災
で
、
被
害
を

受
け
た
烏
峠
稲
荷
神
社
。
周
辺

は
未
だ
手
つ
か
ず
で
、
こ
れ
を

危
惧
す
る
人
達
が
、
事
を
起
こ

そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
姿
を
現
し
た

狐
は
、
稲
荷
神
社
の
使
い
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
！

ま
れ
に
見
る
大
雪
は
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

徐
々
に
季
節
は
移
ろ
い
を
は
じ

め
、「
花
鳥
風
月
」
を
感
じ
さ
せ

る
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋
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昔、土地を切り開き始めた時からの地名が残って

います。それは、三つ家、四つ家、十軒などです。

そのうちの十軒は、特別大きな部落でした。享和の

頃（江戸時代）、この地のある大きな家で一匹の猫

を飼っていました。この猫は何才になったか誰にも

分からない程の年寄りで、シッポが細くゴボウのよ

うだったので、「ゴンボ猫」と呼ばれていました。

ゴンボ猫は、暖かい日も寒い日も縁側や庭で目を細

めて居眠りばかりしていました。ところが、いつの

頃からかこのゴンボ猫は、夜になると姿を消すよう

になりました。家の人は、ゴンボ猫が夜明け前には

必ず家に戻ってくるので気にもしませんでしたが、

そんな日がずっと続くので、猫をかわいがっていた

主人は、「いったいどこに行くのだろう。」と心配に

なり、猫に気づかれぬようこっそりとあとをつけま

した。猫は、林の奥に通じる一本道をどんどん入っ

て行きます。すると、お月様が明るく照らす林の奥

に大勢のたぬきが集まっていました。主人は隠れて、

じっと見ていると、たぬきたちは何やら歌を歌いな

がら踊りはじめました。しかしうまく踊れません。

そこにゴンボ猫がやって来ると、たぬき達はたいそ

う喜んだ様子で、ゴンボ猫と一緒に踊りはじめまし

た。主人は大変驚きましたが、その夜は猫に気づか

れないよう家に帰りました。ところが、ゴンボ猫は

主人に見られたことに気づいてのことか、これ以来、

家に戻っては来ませんでした。

年寄り猫はいったいどこへ？
・・・不思議な飼いネコお話です。

話者　遠藤エン　 ［ゆかりの地：大字十軒］

－第５話－

基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

２月１日
現　　在

男 3,239
6,625 2,018

女 3,386

１月１日
現　　在

男 3,239
6,628 2,017

女 3,389

こ
ち
ら

戸
籍
窓
口

●
お
め
で
た

●
お
悔
や
み

お
子
さ
ま
の
名
前
　
父
・
母
氏
名

木
野
内
志
優

し
ゆ
う

く
ん

学
さ
ん
・
真
紀
さ
ん

野
　
　
舜

し
ゅ
ん
く
ん

和
也
さ
ん
・
長
子
さ
ん

佐
々
木
梨
乃

り

の

ち
ゃ
ん

文
太
さ
ん
・
絵
美
さ
ん

庄
司
　
湊

み
な
と
く
ん

祐
貴
さ
ん
・
郁
奈
さ
ん

會
田
　
紗
羽

さ

わ

ち
ゃ
ん

哲
也
さ
ん
・
恵
さ
ん

嶋
村
　
テ
ル
さ
ん
（
88
歳
）

中
野
目
フ
チ
さ
ん
（
94
歳
）

佐
川
　
政
一
さ
ん
（
87
歳
）

大
森
　
行
子
さ
ん
（
92
歳
）

小
松
　
ト
ク
さ
ん
（
93
歳
）

會
田
　
常
春
さ
ん
（
62
歳
）

草
野
　
一
郎
さ
ん
（
58
歳
）

真
鍋
　
邦
男
さ
ん
（
82
歳
）

＝
編
　
集
　
後
　
記
＝

十軒のゴンボ猫
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157

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
自
分
も
泉
崎
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
二
十
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ

の
は
本
当
に
早
い
も
の
だ
と
最
近
実
感
し
て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
後
、
社
会
人
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
販
売
の

仕
事
や
代
行
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
等
、
色
々
な
職
種
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
現
在
は
須
賀
川
の
酒
屋
で
働

い
て
い
ま
す
。
体
力
も
使
い
、
大
変
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
人
達
と
接
し
、
た
く
さ
ん
の
人
達
の
笑
顔

に
触
れ
ら
れ
る
事
が
一
番
の
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
覚
え
て
い
く
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
努
力
し
自
分
自
身
を

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
私
自
身
、
体
を
動
か
す
事
が
好
き
な
の
で
、

卓
球
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
等
の
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
軈
廣
澤
愛
さ
ん
に
軋
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

松原英夫さん
（字八雲神社）

泉

崎

俳

句

会

深
き
闇
た
つ
ぷ
り
吸
ひ
し
凍
豆
腐
　
　
　
　
く
　
に

臘
梅
や
日
当
た
り
の
良
き
母
の
部
屋
　
　
　
　
々

一
本
の
白
き
轍
や
春
浅
し
　
　
　
　
　
　
　
光
　
　
　

辛
夷
の
芽
い
つ
か
開
く
日
恋
宿
す
　
　
　
　
　
々

青
空
や
園
庭
の
雪
ひ
と
り
掃
く
　
　
　
　
　
純
　
子
　

冬
ざ
れ
や
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
丘
の
家
　
　
　
　
々

天
空
を
う
が
ち
て
萌
ゆ
る
大
き
な
木
　
　
　
秀
　
治

参
道
の
雪
三
尺
の
巾
に
掃
く
　
　
　
　
　
　
　
々

冬
木
の
桜
幹
や
は
ら
か
く
声
収
め
　
　
　
　
潤
　
子

目
を
閉
ぢ
て
雪
に
座
し
た
る
鐘
ひ
と
つ
　
　
　
々

ふ
と
こ
ろ
の
火
酒
饒
舌
に
根
雪
道
　
　
　
　
政
　
夫

一
鴉
声
雪
の
野
面
を
す
べ
り
落
つ
　
　
　
　
　
々

大
木
の
に
は
か
に
う
ご
く
雪
の
寺
　
　
　
　
堯
　
子

杉
木
立
尽
き
て
男
の
ヤ
ッ
ケ
か
な
　
　
　
　
　
々

辛
夷
の
芽
た
た
ま
れ
ゐ
た
る
息
づ
か
ひ
　
　
和
　
子

雪
中
に
埋
り
て
地
蔵
目
を
盛
持
て
り
　
　
　
　
々

雪
を
負
ふ
石
亀
の
声
じ
つ
と
聴
く
　
　
　
　
栄
　
子

手
水
凍
て
赤
き
コ
ッ
プ
の
嵌
ま
り
ゐ
る
　
　
　
々

き
し
き
し
と
鎖
を
垂
ら
し
雪
の
寺
　
　
　
　
光
　
郎

地
吹
雪
を
鳴
ら
す
看
板
裏
返
し
　
　
　
　
　
　
々

石
工
来
て
無
縁
仏
の
雪
払
ふ
　
　
　
　
　
　
直
　
子

梅
の
香
に
触
れ
る
と
も
な
く
猫
の
髭
　
　
　
　
々

鑑
賞
句

溶
岩
に
ま
だ
火
の
色
残
る
花
菫
　
　
　
松
崎
鉄
之
介

ど
こ
の
山
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
噴
火
し
た
時
の
火

の
色
が
そ
ち
こ
ち
の
岩
に
残
っ
て
い
る
。
一
面
荒
涼

と
し
た
山
肌
の
な
か
に
小
さ
な
菫
の
花
を
見
つ
け
た
。

可
憐
に
咲
い
て
い
る
菫
を
見
て
い
の
ち
の
強
さ
、
尊

さ
に
感
動
し
た
の
で
し
ょ
う
。

︵
五
十
嵐
直
子
︶

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
絵
画
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
発
行
・
編
集
元
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。


